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リベラル鈴鹿 竹口  眞睦  議員

（質問）　鈴鹿市の都市マスタープランの中で、玄
関口としての「広域交流ゾーン」や「交通ターミナ
ル型商業ゾーン」が位置付けられている。白子駅
前広場の整備事業の進捗状況は。
（答弁）　（1）平成26年度中に、津波などの災害時
に避難ビルとしても活用できる「白子駅西自転車
駐車場」を整備する。（2）白子駅西活性化協議会活

動ではアンテナショップの開設・商店街リニュー
アル・再開発ビルの建設計画・個店の耐震診断調
査、また、Ｆ1日本グランプリサポートイベント・
婚活イベントの白子駅前の賑わいづくりにつな
がってきた。（3）「鈴鹿市の道路整備プログラム」
に記載の白子周辺の路線としては都市計画道路
「旭が丘愛宕線」・「白子柳線」・「野町白子港線」の3
つの路線が［着手検討］の位置付けにある。
その他の質問　○白子地区の雨水排水対策につ
　　　　　　　　いて

鈴鹿市の玄関口白子駅前について

平 明 の 会 矢野  仁志  議員

（質問）　地域包括ケアシステムをどのように推
進していくのか。また、児童福祉、障がい者福
祉を含めた包括的なケアシステムを構築する必
要があるのではないか。
（答弁）　本年度策定する「高齢者福祉計画」に、
高齢者の方々が、住み慣れた地域で自立した日

常生活を営むための地域の包括的な支援、サー
ビスの提供体制となる、いわゆる「地域包括ケア
システム」を位置づけ、その推進に取組んでい
きたいと考えている。また、高齢者福祉だけで
なく、児童福祉、障がい者福祉を含め、それぞ
れが連携したシステムの構築については、今後
の検討課題として調査研究していきたい。
その他の質問　○鈴鹿市の幼保一元化について
　　　　　　　○鈴鹿市の教育について

鈴鹿市の高齢者福祉について

市民クラブ 大西  克美  議員

（質問）　圧縮空気泡消火システムの導入につい
て。AEDの実践講習の推進及び設置箇所につい
て。救急救命士の完全搭乗について。
（答弁）　圧縮空気泡消火システムを搭載できる
消防ポンプ自動車の更新を、平成29年度に予定。
ＡＥＤの実践講習について、普通救命講習を毎
月第一日曜日に消防本部にて開催しており、各
種団体の講習依頼により出張講習も行っている。

ＡＥＤの公共施設の設置箇所及び台数は、市役
所、公民館、市民会館、運動場やプール、体育館、
小・中学校、幼稚園、保育園等に計117箇所・134
台を設置している。救急救命士の完全搭乗につ
いては、他市の状況を調査研究し出来るだけ早
期に 100％の搭乗が実施できるよう努める。
その他の質問　
〇公共施設の樹木
　管理について

消防力の強化について

行政視察の受入れ状況
　鈴鹿市には各県市町の議員が多数来訪され、本市の施策を視察し、また施設等を見学されています。
また、鈴鹿市議会では、平成24年７月に鈴鹿市議会基本条例を制定して以来、「議会運営」や「議会改
革」等についての調査を目的とした、行政視察の受入れが増えています。

平成 24 年度　三好市・小牧市
平成 25 年度　水俣市・沼津市・大分市・行橋市・下関市・土浦市
平成 26 年度　つくば市・笠間市・日置市・出雲市

○平成24年７月以降、「議会運営」や「議会改革」等の項目についての視察で来市された議会


